
31-1 

22131 

手作り石けん 
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要旨 

手作り石けんは環境に良いが、それが石けんとしてどの程度汚れが落とせるかが気になった。研究

の目的は洗浄力の強い石けんを作る。実験は脂肪酸が違うと石けんの洗浄力も変わるという仮説のも

と、飽和脂肪酸主体の石けんと不飽和脂肪酸主体の石けんを作り、泡立ちと乳化作用と汚れ落ちの３

つの観点から洗浄力に違いがあるか比較した。結果は３つとも不飽和脂肪酸主体の石けんのほうが高

かった。このことから不飽和脂肪酸で作った石けんの方が汚れを落としやすい傾向にあると分かっ

た。今後も脂肪酸を変えながら石けんを作りながら比較していく。 

 

 

１．目的 

 手作り石けんの洗浄力を調べ、より洗浄力の

強い石けんを作る。 

 

 

２．仮説 

 手作り石けんを作る時に使う油の違いに注目

し、油が飽和脂肪酸主体か不飽和脂肪酸主体か

で洗浄力に違いが出る。 

 

 

＜脂肪酸について＞ 

・飽和脂肪酸  ex) バター 

   H H H 

 

H－C－C－C－・・・－COOH 

 

    H H H 

・不飽和脂肪酸  ex)オリーブオイル 

キャノーラ油 

     H H H 

 

H－C－C＝C－・・・－COOH 

     

    H 

脂肪酸は図のように飽和脂肪酸と不飽和脂肪

酸の２種類あり、分子構造の中で炭素の二重結

合があるかないかの違いがある。 

 

 

３．使用した器具・装置 

・エタノール（C₂H₅OH） 

・塩化ナトリウム（NaCl） 

・水酸化ナトリウム（NaOH） 

・油 

（オリーブオイル、キャノーラ油、バター） 

・ビーカー 

・試験管ばさみ 

・ガラス棒 

・ガスバーナー 

・温度計 

・ガーゼ 

・マグネチックスターラー 

・クーピー 

 

 

 

 

 

 

   図１ マグネチックスターラー 

 

 

 

４．実験の手順 

【実験１】 

石けんの作成 
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〇手順 

１．バター、キャノーラ油、オリーブオイルをそ

れぞれ 10mL用意する。 

２．水 60mL に水酸化ナトリウム２g を溶かした

水溶液とエタノール 10mLを混ぜる。 

３．１に２を加え、70℃度前後に保ったお湯で湯

煎しながら混ぜ続ける。（図２） 

４．透明になったら飽和食塩水と混ぜ、出来た沈

殿をガーゼでろ過し取り出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 

 

〇結果 

 

 

 

 

 

 

  図３ オリーブオイルで作った石けん 

 

 

 

 

 

 

 

   図４ キャノーラ油で作った石けん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図５ バターで作った石けん 

 

 

〇結果 

それぞれの油で石けんができた。 

 

   〔表１〕作成した石けんの様子 

 

 

〇考察 

使う油が違うと石けんの見た目や油分も変わ

ってくると分かった。 

 

 

【実験２】 

洗浄力の比較 

【実験１】で作った石けんを３つの観点から比較

する。 

① 泡立ち 

各油から作った石鹸 0.4ｇを水 10mL に溶かし、

マグネチックスターラーで 10 分間かき混ぜ水面

からの泡立ちの高さを定規で測る。 

 

 

 

 

 

 

図６ 泡立ちを調べている様子  
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〇結果 

 オリーブ

オイル 

キャノー

ラ油 

バター 

一回目 1.1cm 2.1cm 0.7cm 

二回目 1.7cm 0.7cm 1.5cm 

三回目 1.2cm 0.6cm 0.9cm 

平均 1.3cm 1.1cm 1.0cm 

〔表２〕泡立ちの結果 

 

 

〇考察 

オリーブオイルは安定して数値が高いがキャ

ノーラ油とバターは実験ごとに差があった。 

このことから泡立ちに飽和脂肪酸や不飽和脂肪

酸は関係ないと考える。 

 

 

② 乳化作用 

試験管に石鹸水 10mL とオリーブオイル２mL を

加え試験管を振り、混ぜ合わせた後乳化した層の

厚さを定規で測る。 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 乳化している様子 

 

 

＜乳化作用について＞ 

乳化とは、油や水分のように本来混ざり合わ

ないものが均一に混ざり合う状態のことを指

す。例えば、油汚れは繊維の表面からはがさ

れ、やがて石けんの内部の界面活性剤に取り込

まれて、微粒子となって、水中に分散する。 

 

 

 

〇結果 

〔表３〕乳化作用の結果 

 

 

〇考察 

不飽和脂肪酸主体の石けんの方が乳化しやす

い。各実験において乳化に使ったオリーブオイ

ルが違ったので数値に違いが出たと考える。 

 

 

③ 汚れ落ち 

クーピーの黒色で汚した布を５分間石けん水

で洗い、汚れの落ち具合を調べる。 

 

 

 

 

 

 

図８ 汚れの落ち具合を調べている様子  

 

 

〇結果 

〔表４〕汚れ落ちの結果 

 

 

 

 

 

 

 オリーブ

オイル 

キャノー

ラ油 

バター 

一回目 1.5cm 1.0cm 0.6cm 

二回目 3.5cm 4.8cm 4.0cm 

三回目 4.9cm 5.0cm 1.6cm 

平均 3.3cm 3.6cm 2.1cm 

 オリーブ

オイル 

キャノー

ラ油 

バター 

汚れ落ち かなり 

落ちた 

かなり 

落ちた 

少し 

落ちた 
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図 9 汚れ落ちの結果 

左から順にオリーブオイル、キャノーラ油、

バターで作った石けんの汚れ落ちを示す。 

 

 

〇考察 

不飽和脂肪酸主体の石けんの方が汚れを落と

しやすいことが言える。 

 

 

５．結論 

不飽和脂肪酸主体で作った石けんのほうが汚

れを落とす洗浄力が強い傾向にある。しかし、

傾向があるというのみであり、断定的に不飽和

脂肪酸主体の石けんが汚れを落とすことができ

ると言い切るには、判断材料が不足していると

考える。 

 

 

６．展望 

・市販されている石けんとの比較する。 

・洗浄力が強い石けんを作るために最も適した

脂肪酸を探す。 

・石けんに匂いや香りをつける。 
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